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【守口市門真市消防組合】運転免許停止処分中の職員による 

公用車の運転等に係る職員の懲戒処分等について 
 

処分日 令和８年９月 30日（水） 

 

該当者 

 階級    消防士 

所属    門真消防署  

（事件当時の所属も上記に同じ） 

 年齢（性別）27歳（男） 

 拝命年月日 平成 31年４月１日 

 処分内容  懲戒処分 停職６月 

 

【説明】 

この度、当消防組合で勤務する 27歳の職員が、私用車の運転中における時速 51㎞

の速度超過により 90 日間の運転免許停止処分を受けていたにも関わらず、その事実

を職場に申告せず、運転免許停止期間中に救急自動車を３日間、合計 11 回、総距離

56.2kmを運転し、そのうち 30.4kmの緊急走行を実施していたことが発覚しました。 

発覚に至った経緯としましては、令和８年８月 13 日（木）に消防本部総務課に、

「消防職員の免許停止中の救急車運転についての情報提供」という旨のメールを受信

したため、全職員を対象に調査を実施し発覚したものです。 

なお、職場で実施する運転免許証の提示確認時は、当該職員は運転免許停止処分前

に運転免許証を紛失したため、運転免許証の再交付を受けていました。当該職員は、

運転免許証の再交付を受けた後、紛失した運転免許証を自宅にて発見したにも関わら

ず、これを返納せず、職場での提示確認時に提示していたことが確認されています。

この行為は、運転免許停止処分を受けている事実を意図的に隠そうとするものであっ

たと確認しています。 

このことを受け、行為者に対し、停職６月の懲戒処分及び管理監督責任とし、行為

者が所属する長などに対し、消防長の文書訓告等の措置を合わせて行なっています。

なお、行為者は懲戒処分発令日と同日付けで自主退職しています。 

当消防組合としましては、信頼及び公務員としての信用を失墜させたことは誠に

遺憾であり、市民の皆様には心からお詫び申し上げます。今回の事実を重く受け止

め、全職員への法令遵守の再徹底を行うとともに、管理体制を含めて検証し、市民

の皆様の信頼回復に努めて参ります。 

 

問合せ先 

 担当部署 守口市門真市消防組合消防本部 総務課 

電話   06－6906－1123（直通） 


